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（６）地域や社会との関わり方について 

問 20 あなたが住んでいる地域では、地域活動の役割分担はどのようになっていますか。 

（それぞれに１つ○） 

①地域役員や催しものの企画、決定 

「主に男性が担当」の割合が最も高く 31.0％となっており、次いで「男性が多いが女性も分担」

の割合が 26.7％となっています。 

男女別でみると、男性に比べ女性で「主に男性が担当」の割合が高くなっています。また、女性

に比べ男性で「男性が多いが女性も分担」の割合が高くなっています。 

年齢別でみると、他の年代に比べ女性の 40 歳代で「主に男性が担当」の割合が高くなっていま

す。また、他の年代に比べ男性の 40 歳代以上で「男性が多いが女性も分担」の割合が高くなって

います。 

 

図表 77 男女別地域役員や催しものの企画、決定における分担の状況 
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②集会などの運営、取り仕切り 

「主に男性が担当」の割合が最も高く 38.2％となっており、次いで「男性が多いが女性も分担」

の割合が 25.2％となっています。 

男女別でみると、女性に比べ男性で「男性が多いが女性も分担」の割合が高くなっています。 

年齢別でみると、他の年代に比べ女性の 40 歳代、60 歳代以上で「主に男性が担当」の割合が高

くなっています。また、他の年代に比べ、男性の 50 歳代、70 歳以上で「主に男性が担当」の割合

が高くなっています。 

 

図表 78 男女別集会などの運営、取り仕切りにおける分担の状況 
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③集会などでのお茶くみ、調理 

「主に女性が担当」の割合が最も高く 49.2％となっており、次いで「女性が多いが男性も分担」

の割合が 20.9％となっています。 

男女別でみると、男性に比べ女性で「主に女性が担当」の割合が高くなっています。また、女性

に比べ男性で「女性が多いが男性も分担」の割合が高くなっています。 

年齢別でみると、他の年代に比べ女性の 30 歳代から 60 歳代で「主に女性が担当」の割合が高く

なっています。また、他の年代に比べ男性の 40 歳代以上で「女性が多いが男性も分担」の割合が

高くなっています。 

 

図表 79 男女別集会などでのお茶くみ、調理における分担の状況 
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④祭りや葬儀の運営、取り仕切り 

「主に男性が担当」の割合が最も高く 34.3％となっており、次いで「男性が多いが女性も分担」

の割合が 25.6％となっています。 

男女別でみると、女性に比べ男性で「主に男性が担当」の割合が高くなっています。 

年齢別でみると、他の年代に比べ、女性の 40 歳代以上で「主に男性が担当」の割合が高くなっ

ています。また、他の年代に比べ、男性の 40 歳代以上で「主に男性が担当」の割合が高くなって

います。 

 

図表 80 男女別祭りや葬儀の運営、取り仕切りにおける分担の状況 
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⑤PTA や保護者会の運営、取り仕切り 

「女性が多いが男性も分担」の割合が最も高く 19.9％となっており、次いで「男性が多いが女性

も分担」の割合が 18.9％となっています。 

男女別でみると、女性に比べ男性で「女性と男性が同程度」、「男性が多いが女性も分担」の割合

が高くなっています。 

年齢別でみると、女性の 30 歳代以上で年齢が高くなるにつれ「主に女性が担当」の割合が低く

なっています。また、他の年代に比べ、男性の 40 歳代以上で「男性が多いが女性も分担」の割合

が高くなっています。 

 

図表 81 男女別 PTA や保護者会の運営、取り仕切りにおける分担の状況 
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⑥会長などの役職 

「主に男性が担当」の割合が最も高く 60.9％となっています。 

男女別でみると、女性に比べ男性で「主に男性が担当」の割合が高くなっています。 

年齢別でみると、他の年代に比べ、女性の 40 歳代以上で「主に男性が担当」の割合が高くなっ

ています。また、他の年代に比べ、男性の 40 歳代以上で「主に男性が担当」の割合が高くなって

います。 

 

図表 82 男女別会長などの役職における分担の状況 
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問 21 あなたは、どのような地域活動をしていますか。（あてはまるものすべてに○） 

「活動していない」の割合が最も高く 48.5％となっており、次いで「自治会、町内会」の割合が

27.6％となっています。 

男女別でみると、男性に比べ女性で「活動していない」の割合が高くなっています。また、女性

に比べ男性で「自治会、町内会」、「スポーツ・レクリエーション活動」の割合が高くなっています。 

年齢別でみると、他の年代に比べ、女性の 20 歳代で「活動していない」の割合が高く、30 歳代

以上で「自治会、町内会」の割合が高く、30 歳代、40 歳代で「ＰＴＡ活動」、「子ども会・青少年

活動」の割合が高く、60 歳代以上で「文化活動（趣味・教養）」の割合が高くなっています。また、

他の年代に比べ、男性の 50 歳代以上で「自治会、町内会」の割合が高く、60 歳代で「ボランティ

アなどの社会奉仕活動」、「文化活動（趣味・教養）」の割合が高くなっています。 

平成 13 年度調査結果と比較すると、全体では、「スポーツ・レクリエーション活動」の割合が低

くなっています。男女別では、女性で「ＰＴＡ活動」、「文化活動（趣味・教養）」、「スポーツ・レ

クリエーション活動」の割合が低くなっています。 
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図表 83 男女別地域活動への参加状況（平成 20 年度調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 84 男女別地域活動への参加状況（平成 13 年度調査） 
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問 21 で「11.活動していない」と答えた方 

問 22 あなたが地域活動に参加していない理由は何ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

「仕事や家事が忙しい」の割合が最も高く 32.4％となっており、次いで「特に理由はない」の割

合が 28.5％となっています。 

男女別でみると、男性に比べ女性で「経済的な余裕がない」の割合が高くなっています。 

年齢別でみると、他の年代に比べ、女性の 30 歳代から 60 歳代で「仕事や家事が忙しい」の割合

が高く、30 歳代で「責任ある立場に置かれることに抵抗がある」の割合が高く、20 歳代、30 歳代

で「活動する仲間がいない」の割合が高くなっています。また、他の年代に比べ、男性の 40 歳代、

50 歳代で「仕事や家事が忙しい」の割合が高く、60 歳代で「責任ある立場に置かれることに抵抗

がある」、「自分の性格に合わない」、「必要な情報が不足している」の割合が高くなっています。 

平成13年度調査結果と比較すると、全体では、「仕事や家事が忙しい」、「自分の性格に合わない」、

「活動する仲間がいない」、「活動する施設がない」、「必要な情報が不足している」、「特に理由はな

い」の割合が低くなっています。男女別では、女性で「子どもの世話や老人の介護」の割合が低く、

男性で「特に理由はない」の割合が高くなっています。 
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図表 85 男女別地域活動に参加しない理由（平成 20 年度調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 86 男女別地域活動に参加しない理由（平成 13 年度調査） 
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介
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仕
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や
家
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忙
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余
裕
が
な
い

配
偶
者
や
家
族
の
理
解
が
な
い

必
要
な
能
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が
な
い

近
所
の
人
の
目
が
あ
る

自
分
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性
格
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合
わ
な
い

活
動
す
る
仲
間
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い
な
い

活
動
す
る
施
設
が
な
い

必
要
な
情
報
が
不
足
し
て
い
る

人
間
関
係
が
わ
ず
ら
わ
し
い

興
味
や
関
心
が
な
い

そ
の
他

1.2

20.4

9.6

16.4

41.2

14.4

9.4

32.5

14.8

19.0

8.5

16.5
17.0

0.6

10.5

1.9

13.2

42.2

9.6

41.2

9.6

19.2

16.4

0.4

7.2

9.6

2.8

14.7

26.7

9.0
13.6

18.8

7.6

16.3

0.0

12.8

2.7

15.5

43.6

0

20

40

60
全体（637）

男性（250）

女性（367）

（　）内は有効回答数

％

子
ど
も
の
世
話
や
老
人
の
介
護

仕
事
や
家
事
が
忙
し
い

経
済
的
な
余
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な
い
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偶
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家
族
の
理
解
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な
い

責
任
あ
る
立
場
に
置
か
れ
る
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と
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抗
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あ
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人
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あ
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性
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活
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る
仲
間
が
い
な
い

活
動
す
る
施
設
が
な
い

必
要
な
情
報
が
不
足
し
て
い
る

人
間
関
係
が
わ
ず
ら
わ
し
い

特
に
理
由
は
な
い

そ
の
他

無
回
答

0.0

6.8
10.1

0.8

13.9

28.5

14.9

14.3

2.9

9.6
9.8

1.0

7.7

0.8

11.0

32.4

6.5

1.0

14.5

27.1

13.0
15.5

1.9

7.7

1.0

7.2

32.4

3.4

0.7

13.7

29.3

16.0
13.7

3.7

11.0
9.3

1.0

8.0

1.3

13.7

32.7

8.7

0

20

40

60
全体（509）

男性（207）

女性（300）

（　）内は有効回答
数
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問 23 あなたは、今後、どのような地域活動をしたいと思いますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

「文化活動（趣味・教養）」の割合が最も高く 29.2％となっており、次いで「活動したいと思わ

ない」の割合が 26.9％、「ボランティアなどの社会奉仕活動」の割合が 26.9％となっています。 

男女別でみると、男性に比べ女性で「文化活動（趣味・教養）」の割合が高くなっています。ま

た、女性に比べ男性で「自治会、町内会」、「スポーツ・レクリエーション活動」の割合が高くなっ

ています。 

平成 13 年度調査結果と比較すると、全体では、大きな差異はみられません。男女別では、女性

で「スポーツ・レクリエーション活動」の割合が低く、男性で「自治会、町内会」、「ボランティア

などの社会奉仕活動」の割合が高くなっています。 

 

図表 87 男女別今後取り組みたい地域活動 

単位：％ 

 

有
効
回
答
数
（
件
） 

自
治
会
、
町
内
会 

女
性
団
体 

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動 

子
ど
も
会
・
青
少
年

活
動 

老
人
ク
ラ
ブ
活
動 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

の
社
会
奉
仕
活
動 

全  体 1050 11.2 1.9 2.3 4.8 9.2 23.7

男性 443 16.9 0.2 2.9 6.8 10.2 26.0

女性 596 7.0 3.2 1.8 3.4 8.6 22.0

 
 

消
費
者
運
動
（
環
境
、

食
の
安
全
な
ど
に
関

す
る
活
動
） 

文
化
活
動
（
趣
味
・
教

養
） 

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
活
動 

子
育
て
支
援
活
動

（
グ
ル
ー
プ
活
動
含

む
） 

活
動
し
た
い
と
思
わ

な
い 

そ
の
他 

 

無
回
答 

全  体 5.6 29.2 19.1 4.6 26.9 2.9 6.6

男性 3.4 27.5 23.0 2.7 26.2 2.7 4.5

女性 6.9 30.5 16.3 6.0 27.5 2.9 7.9
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図表 88 男女別今後取り組みたい地域活動（平成 20 年度調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 89 男女別今後取り組みたい地域活動（平成 13 年度調査） 
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動

文
化
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動
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趣
味
・
教
養

）

ス
ポ
ー
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・
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ク
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エ
ー

シ

ョ
ン

活
動

子
育
て
支
援
活
動

そ
の
他

特
に
な
い

9.9

4.1
1.4 1.9

38.6
36.2

1.1
3.9

22.9

32.9

2.5

22.2

6.1
3.0

1.12.7

7.2

24.5

39.5

1.2

24.5

18.5

6.2

1.00.6

33.8

0.4

5.9

21.7

3.3

24.6

5.6
2.41.2

4.35.5

0

20

40

60
全体（1298）

男性（524）

女性（751）

（　）内は有効回答数

％

自
治
会

、
町
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女
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団
体

Ｐ
Ｔ
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活
動

子
ど
も
会
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ク
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ボ
ラ
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テ
ィ
ア
な
ど
の
社
会
奉
仕
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動

消
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（
環
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、
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の
安
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な
ど
に
関
す
る
活
動

）

文
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動

（
趣
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・
教
養

）

ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ

ョ
ン

活
動

子
育
て
支
援
活
動

（
グ
ル
ー

プ
活

動
含
む

）

活
動
し
た
い
と
思
わ
な
い

そ
の
他

無
回
答

6.8

26.0
23.0

2.7
6.6

2.9

26.9

4.6

19.1

29.2

5.6

23.7

9.2
4.8

2.31.9

11.2

4.5

26.2

2.7

27.5

3.4

10.2

2.9
0.2

16.9

7.9

2.9

27.5

6.0

16.3

30.5

6.9

22.0

8.6

3.41.83.2
7.0

0

20

40

60

全体（1050）

男性（443）

女性（596）

（　）内は有効回答数
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（７）高齢化社会や介護について 

問 24 現在、家庭での高齢者の介護や病人の看護は、多くの場合女性がしていると言わ

れています。あなたはこのことについて、どう思いますか。（○は１つ） 

「男性と女性が協力して介護・看護をするべきだと思う」の割合が最も高く 65.0％となっており、

次いで「仕方がないと思う」の割合が 26.8％となっています。 

男女別でみると、男性に比べ女性で「男性と女性が協力して介護・看護をするべきだと思う」の

割合が高くなっています。また、女性に比べ男性で「仕方がないと思う」の割合が高くなっていま

す。 

年齢別でみると、他の年代に比べ、女性の 40 歳代以下で「男性と女性が協力して介護・看護を

するべきだと思う」の割合が高くなっています。また、年齢別でみると、他の年代に比べ、男性の

30 歳代で「仕方がないと思う」の割合が高くなっています。 

 

図表 90 男女別年齢別介護の女性負担への考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

全  体 1050

女性 596

20歳代 54

30歳代 106

40歳代 102

50歳代 91

60歳代 120

70歳以上 123

男性 442

20歳代 34

30歳代 70

40歳代 70

50歳代 102

60歳代 93

70歳以上 73

26.8

21.1

20.4

17.9

23.5

24.2

22.5

18.7

34.2

29.4

45.7

35.7

36.3

28.0

28.8

65.0

70.8

77.8

76.4

72.5

67.0

70.0

65.0

57.2

52.9

41.4

62.9

58.8

60.2

63.0

5.4

3.3

2.7

2.9

4.3

2.0

2.9

2.3

9.8

1.1

2.0

0.9

3.4

2.9

0.2

0.8

1.9

0.7

1.9

0.5

1.9

2.7

2.2

1.0

10.0

14.7

3.8

1.0

1.2

2.3

4.4

2.7

2.9

2.6

4.2

0.9

1.0

3.3

5.7

2.3

1.4

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当然だと思う

仕方がないと思う

男性と女性が協力して介護・看護をするべきだと思う

男性が中心に介護・看護をするべきだと思う

その他

無回答
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問 25 あなたは、ご自分の老後を考えたとき、何か心配事や不安がありますか。主なも

のをお答えください。（○は１つ） 

「自分自身の健康のこと」の割合が最も高く 31.7％となっており、次いで「生活費のこと」の割

合が 25.2％となっています。 

男女別でみると、男性に比べ女性で「生活費のこと」、「介護や看護をしてくれる人がいないこと」

の割合が高くなっています。また、女性に比べ男性で「配偶者に先立たれること」の割合が高くな

っており、老後の介護や身の周りの世話について、女性への依存がうかがえます。 

年齢別でみると、女性では 40 歳代以上で年齢が高くなるにつれ「自分自身の健康のこと」の割

合が高くなっています。また、他の年代に比べ、男性の 40 歳代以上で「配偶者の先立たれること」

の割合が高く、70 歳代で「自分自身の健康のこと」の割合が高くなっています。男性の 30 歳代以

上で年齢が高くなるにつれ「生活費のこと」の割合が低くなっています。 

家族構成別でみると、他の家族構成に比べ親と子（2 世代世帯）、親と子と孫（3 世代世帯）、そ

の他の世帯で「生活費のこと」の割合が高くなっています。 

平成 13 年度調査結果と比較すると、全体では、「配偶者に先立たれること」の割合が低くなって

います。男女別では、女性で「配偶者に先立たれること」の割合が低く、「生活費のこと」の割合

が高くなっています。 
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図表 91 男女別年齢別老後の不安 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

全  体 1050

女性 596

20歳代 54

30歳代 106

40歳代 102

50歳代 91

60歳代 120

70歳以上 123

男性 442

20歳代 34

30歳代 70

40歳代 70

50歳代 102

60歳代 93

70歳以上 73

13.7

8.2

11.1

16.0

4.4

5.0

9.8

21.3

11.8

11.4

22.9

24.5

23.7

26.0

31.7

33.6

24.1

14.2

26.5

37.4

41.7

49.6

29.2

23.5

18.6

22.9

33.3

30.1

41.1

25.2

27.7

38.9

38.7

37.3

35.2

20.0

7.3

22.6

35.3

32.9

31.4

22.5

15.1

8.2

7.1

9.6

9.4

12.7

6.6

4.1

7.1

5.7

4.9

8.9
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7.5
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7.8

9.7

8.2

5.6

5.9

5.7

6.2

8.5

5.0

6.5

4.3

4.3

8.6

6.8

3.9

2.7

2.2

3.7

8.1

13.3

1.8

2.3

1.9

1.9

1.1

2.7

1.1

1.4

0.9

3.3

5.9

2.2

1.4

1.0

1.9

1.1

3.9

1.4

2.9

1.8

0.8

1.9

2.5

2.2

2.2

3.8

1.0

2.2

2.4

2.3

1.4

1.4

6.5

2.7

3.3

2.8 2.8

2.2

1.8

1.0

1.1

0.8

1.6

2.7

7.1

1.4

1.0

2.2

1.4

2.0

1.4

6.6

5.9

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

配偶者に先立たれること

自分自身の健康のこと

生活費のこと

介護や看護をしてくれる人がいないこと

安心して住める家がないこと

自分に合った仕事や趣味がないこと

子どもが同居してくれるかどうかわからないこと

特に不安を感じたことがない

その他

無回答
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図表 92 家族構成別年齢別老後の不安 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

全  体 1050

単身世帯（１人） 195

夫婦のみ（１世代世帯） 197

親と子（２世代世帯） 460

親と子と孫（３世代世
帯）

119

その他の世帯 70

13.7

23.9

13.0

13.4

20.0

31.7

38.5

34.5

28.3

32.8

27.1

25.2

19.0

18.8

30.4
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28.6

7.1

8.1

4.2

7.1

5.1

8.9

8.7

5.6

10.2

13.4

7.1

5.7

7.4

4.2

3.1

15.9

3.5

1.0
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1.3

1.0

0.5
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0.8

2.0

2.5
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2.9

2.2

3.4

2.6

0.5

0.5

5.1
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1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

配偶者に先立たれること

自分自身の健康のこと

生活費のこと

介護や看護をしてくれる人がいないこと

安心して住める家がないこと

自分に合った仕事や趣味がないこと

子どもが同居してくれるかどうかわからないこと

特に不安を感じたことがない

その他

無回答
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図表 93 男女別老後の不安（平成 20 年度調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 94 男女別老後の不安（平成 13 年度調査） 
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全  体 1050

女性 596

男性 443

13.7

8.2

21.2

25.2

27.7

22.6

7.1

9.6

4.1

8.9

7.4

10.8

5.7

6.2

4.329.1

33.6

31.7

1.1

2.3
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1.8

1.0

1.4

2.3

2.2
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2.7

1.8

2.2
0% 20% 40% 60% 80% 100%

配偶者に先立たれること
自分自身の健康のこと
生活費のこと
介護や看護をしてくれる人がいないこと
安心して住める家がないこと
自分に合った仕事や趣味がないこと
子どもが同居してくれるかどうかわからないこと
特に不安を感じたことがない
その他
無回答

N =

全体 1347

女性 781
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18.3

25.2

21.2

22.2

21.2

5.0

5.6

3.8

9.3

8.6

10.332.8

37.9

36.4

0.6

1.2

0.9

1.9

1.4

1.6

1.7

2.0

1.9

2.5

2.8

2.6
0% 20% 40% 60% 80% 100%

配偶者に先立たれること

自分自身の健康のこと

生活費のこと

病気などで介護をしてくれる人がいないこと

安心して済める家がないこと

適当な仕事や趣味がないこと

子どもが同居してくれるかどうかわからないこと

不安を感じたことがない

その他
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問 26 あなたご自身に、介護が必要となったときは身の回りの世話を、どのようにした

いと思いますか。（○は１つ） 

「介護保険制度などのサービスを利用する」の割合が最も高く 27.0％となっており、次いで「介

護保険施設（特別養護老人ホームなど）を利用する」の割合が 23.9％となっています。 

男女別でみると、男性に比べ女性で「介護保険制度などのサービスを利用する」、「介護保険施設

（特別養護老人ホームなど）を利用する」の割合が高くなっています。また、女性に比べ男性で「配

偶者が世話をする」の割合が高くなっています。 

年齢別でみると、他の年代に比べ、女性の 40 歳代以上で「介護保険制度などのサービスを利用

する」の割合が高くなっています。また、他の年代に比べ、男性の 50 歳代、60 歳代で「配偶者が

世話をする」の割合が高く、60 歳代、70 歳代以上で「介護保険制度などのサービスを利用する」

の割合が高く、50 歳代以上で「介護保険施設（特別養護老人ホームなど）を利用する」の割合が低

くなっています。 

平成 13 年度調査結果と比較すると、全体では、「家族全員で世話をする」、「介護保険制度などの

サービスを利用する」の割合が低く、「介護保険施設を利用する」の割合が高くなっています。男

女別では、女性で「家族全員で世話をする」、「介護保険制度などのサービスを利用する」の割合が

低く、「介護保険施設を利用する」の割合が高く、男性で「配偶者が世話をする」の割合が高く、「家

族全員で世話をする」の割合が低くなっています。 
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図表 95 男女別年齢別将来の暮らしの要望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

全  体 1050

女性 596

20歳代 54

30歳代 106

40歳代 102

50歳代 91

60歳代 120

70歳以上 123

男性 442

20歳代 34

30歳代 70

40歳代 70

50歳代 102

60歳代 93

70歳以上 73

13.0
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21.4

9.8

8.2

11.1
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3.0
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3.3

1.9

26.0

34.4

33.3

11.8

26.7

20.0

1.6

4.7

2.2

1.0

6.5

5.8

5.5

2.0

3.7

4.9

3.4

4.3

1.4

1.1

2.9

1.1

3.3

1.1

0.9

1.0

1.0

2.0

2.9

9.4

1.4

3.8

1.3

1.4

1.6

0.8

1.0

5.7

1.0

1.4

2.4

2.7

1.9

2.8

2.9

2.2

3.3

2.4

1.8

2.9

1.0

3.2

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

配偶者が世話をする

娘や息子の配偶者など女性の家族が世話をする

息子などの男性の家族が世話をする

家族全員で世話をする

介護保険制度などのサービスを利用する

介護保険施設（特別養護老人ホームなど）を利用する

わからない

その他

無回答
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図表 96 男女別将来の暮らしの要望（平成 20 年度調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 97 男女別将来の暮らしの要望（平成 13 年度調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

全  体 1050

女性 596

男性 443

13.0 27.0

31.4

21.0

23.9

27.3

19.6

18.0

20.1

15.1

3.0

26.6
1.6

4.9

3.4

1.0

1.0

1.1
11.7

8.2

9.8

1.3

1.4

1.4

2.4

2.7

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

配偶者が世話をする
娘や息子の配偶者など女性の家族が世話をする
息子などの男性の家族が世話をする
家族全員で世話をする
介護保険制度などのサービスを利用する
介護保険施設（特別養護老人ホームなど）を利用する
わからない
その他
無回答

N =

全体 1124

女性 441

男性 645

8.6 38.1

36.3

40.1

33.5

39.9

25.4

15.5

14.4

17.513.8

4.5

1.5

1.6

0.90.9

0.4

0.2

1.4

3.1

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

配偶者が世話をする

娘や嫁などの家族の女性が世話をする

息子が世話をする

家族全員で世話をする

介護保険制度などのサービスを利用する

介護保険施設を利用する

その他
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（８）ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）について 

問 27 あなたは、人権が侵害されるもしくは尊重されていないと感じるのはどのような

場合だと思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

「夫婦間・恋人同士の身体的・精神的な暴力」の割合が最も高く 51.2％となっており、次いで「ス

トーカー（つきまとい行為）や痴漢行為」の割合が 47.2％となっています。 

男女別でみると、男性に比べ女性で「社会通念上、女性は男性の後に従うべきとされていること」

の割合が高くなっています。また、女性に比べ男性で「ストーカー（つきまとい行為）や痴漢行為」

の割合が高くなっています。 

 

図表 98 男女別人権侵害と感じること 

単位：％ 

 

有
効
回
答
数
（
件
） 

売
春
・
買
春
行
為 

夫
婦
間
・
恋
人
同
士
の
身
体
的
・
精

神
的
な
暴
力 

職
場
・
学
校
で
の
セ
ク
ハ
ラ
（
性
的
い

や
が
ら
せ
） 

容
ぼ
う
・
容
姿
を
競
う
ミ
ス
コ
ン
テ
ス

ト ス
ト
ー
カ
ー
（
つ
き
ま
と
い
行
為
）
や

痴
漢
行
為 

社
会
通
念
上
、
女
性
は
男
性
の
後
に

従
う
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
こ
と 

民
法
上
の
制
度
（
夫
婦
同
姓
・
再
婚

禁
止
期
間
・
子
ど
も
の
認
知
） 

税
制
上
の
配
偶
者
控
除
制
度
や
、
世

帯
単
位
の
課
税
非
課
税
の
考
え
か
た

特
に
な
い 

そ
の
他 

 

無
回
答 

全  体 1050 30.4 51.2 42.5 7.6 47.2 24.5 18.6 14.4 13.4 1.1 6.3

女性 596 33.1 53.9 44.3 8.1 43.3 28.7 21.5 16.3 12.8 0.8 7.4

男性 443 26.6 47.6 40.2 6.8 52.6 18.5 14.4 11.3 14.2 1.6 4.7
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問 28 ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）について、教えてください。 

（あてはまるものすべてに○） 

「テレビや新聞で社会問題になっていることを知っている」の割合が最も高く 73.8％となってお

り、次いで「ＤＶが人権侵害であることを知っている」の割合が 47.0％となっています。 

男女別でみると、男性に比べ女性で「何らかの暴力を受けたことがある」と「身近な人から相談

を受けたことがある」の割合が高くなっています。また、女性に比べ男性で「テレビや新聞で社会

問題になっていることを知っている」と「何らかの暴力をしたことがある」の割合が高くなってい

ます。 

年齢別でみると、他の年代に比べ、女性の 40 歳代以下で「テレビや新聞で社会問題になってい

ることを知っている」の割合が高くなっています。また、他の年代に比べ、男性の 40 歳代以下で

「テレビや新聞で社会問題になっていることを知っている」の割合が高くなっています。 

 

 

図表 99 男女別ＤＶに関すること 

単位：％ 

  

有
効
回
答
数
（
件
） 

何
ら
か
の
暴
力
を
し
た
こ
と

が
あ
る 

何
ら
か
の
暴
力
を
受
け
た
こ

と
が
あ
る 

身
近
な
人
か
ら
相
談
を
受

け
た
こ
と
が
あ
る 

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
社
会
問
題

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て

い
る 

Ｄ
Ｖ
が
人
権
侵
害
で
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
い
る 

そ
の
他 

 

無
回
答 

全  体 1050 4.2 11.1 9.3 73.8 47.0 1.5 9.0

女性 596 2.0 16.1 11.9 71.8 46.5 1.3 9.9

 20歳代 54 3.7 16.7 13.0 79.6 48.1 3.7 1.9

 30歳代 106 4.7 27.4 16.0 75.5 51.9 0.9 1.9

 40歳代 102 1.0 15.7 15.7 76.5 48.0 1.0 2.9

 50歳代 91 1.1 15.4 11.0 69.2 45.1 - 9.9

 60歳代 120 2.5 17.5 7.5 71.7 52.5 1.7 14.2

 70歳以上 123 - 5.7 9.8 63.4 35.0 1.6 22.0

男性 442 7.0 4.5 5.9 76.9 47.7 1.8 7.2

 20歳代 34 8.8 2.9 5.9 88.2 55.9 - -

 30歳代 70 4.3 2.9 1.4 85.7 34.3 1.4 1.4

 40歳代 70 7.1 4.3 4.3 81.4 54.3 1.4 1.4

 50歳代 102 9.8 3.9 4.9 76.5 52.9 1.0 6.9

 60歳代 93 4.3 2.2 8.6 73.1 48.4 2.2 10.8

 70歳以上 73 8.2 11.0 9.6 64.4 42.5 4.1 17.8
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問 29 あなたは、ＤＶ被害を受けた人に対する公的な相談や援助体制が必要だと思いま

すか。（○は１つ） 

「必要である」の割合が最も高く 80.6％となっており、次いで「わからない」の割合が 12.0％

となっています。 

男女別でみると、性別による大きな差異はみられません。 

年齢別でみると、他の年代に比べ、女性の 40 歳代以下で「必要である」の割合が高くなってい

ます。 

 

図表 100 男女別年齢別ＤＶ被害への援助体制の必要性 
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全  体 1050

女性 596

20歳代 54

30歳代 106

40歳代 102

50歳代 91

60歳代 120

70歳以上 123

男性 442

20歳代 34

30歳代 70

40歳代 70

50歳代 102

60歳代 93

70歳以上 73

80.6

80.5

94.4

91.5

89.2

83.5

73.3

62.6
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2.7
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2.9
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3.3

1.7

0.9

1.0

6.6

6.0

3.6

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必要である 特に必要ない わからない 無回答
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問 29 で「1.必要である」と答えた方 

問 30 あなたは、どのような相談や支援が必要だと思いますか。（○は２つまで） 

「被害から逃れた方が自立して生活できるような、経済的支援、就業支援等」の割合が最も高く

34.2％となっており、次いで「被害から逃れるための緊急一時保護施設（シェルター）などの設置」

の割合が 33.7％となっています。 

男女別でみると、男性に比べ女性で「家庭の中のことでも気兼ねなくうちあけて相談できる窓口」

の割合が高くなっています。また、女性に比べ男性で「被害者・加害者の相談にいつでも電話で対

応できる相談窓口」の割合が高くなっています。 

年齢別でみると、他の年代に比べ、女性の 30 歳代で「被害から逃れるための緊急一時保護施設

（シェルター）などの設置」の割合が高く、50 歳代で「被害から逃れた方が自立して生活できるよ

うな、経済的支援、就業支援等」の割合が高く、60 歳代以上で「家庭の中のことでも気兼ねなくう

ちあけて相談できる窓口」の割合が高くなっています。また、他の年代に比べ、男性の 50 歳代で

「被害から逃れるための緊急一時保護施設（シェルター）などの設置」の割合が高く、20 歳代で「被

害から逃れた方が自立して生活できるような、経済的支援、就業支援等」の割合が高くなっていま

す。 
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図表 101 男女別ＤＶ被害への必要な支援内容 

単位：％ 

  

有
効
回
答
数
（
件
） 

家
庭
の
中
の
こ
と
で
も

気
兼
ね
な
く
う
ち
あ
け

て
相
談
で
き
る
窓
口 

被
害
者
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加
害
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相

談
に
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つ
で
も
電
話
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対
応
で
き
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相
談
窓

口 専
門
家
同
士
の
連
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・

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

被
害
か
ら
逃
れ
る
た

め
の
緊
急
一
時
保
護

施
設
（
シ
ェ
ル
タ
ー
）
な

ど
の
設
置 

法
的
な
手
続
き
（
被
害

届
け
や
保
護
命
令
等
）

に
つ
い
て
詳
し
く
教
え

て
く
れ
る
窓
口 

身
近
な
交
番
で
の
適
切

な
対
応 

全  体 846 30.4 26.5 8.9 33.7 21.9 10.6

女性 480 32.3 24.2 9.0 32.9 20.8 9.0

 20歳代 51 27.5 27.5 3.9 37.3 25.5 7.8

 30歳代 97 22.7 23.7 7.2 48.5 18.6 5.2

 40歳代 91 29.7 26.4 12.1 33.0 26.4 14.3

 50歳代 76 25.0 22.4 9.2 30.3 26.3 6.6

 60歳代 88 40.9 22.7 9.1 26.1 14.8 9.1

 70歳以上 77 48.1 23.4 10.4 20.8 15.6 10.4

男性 357 27.7 30.3 9.0 35.0 23.5 12.9

 20歳代 28 28.6 10.7 14.3 25.0 25.0 17.9

 30歳代 53 26.4 32.1 13.2 32.1 30.2 15.1

 40歳代 61 21.3 34.4 3.3 39.3 26.2 16.4

 50歳代 88 26.1 31.8 13.6 47.7 13.6 13.6

 60歳代 72 34.7 26.4 6.9 30.6 29.2 6.9

 70歳以上 55 29.1 36.4 3.6 23.6 21.8 10.9
 

  

Ｄ
Ｖ
に
対
す
る
市
民
へ

の
啓
発 

被
害
か
ら
逃
れ
た
方

が
自
立
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
な
、
経
済
的
支

援
、
就
業
支
援
等 

加
害
者
に
対
す
る
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
や
サ
ポ
ー

ト 特
に
な
い 

そ
の
他 

 

無
回
答 

全  体 3.3 34.2 10.5 0.5 1.1 3.9 

女性 3.1 37.5 12.1 0.6 1.0 4.0 

 20歳代 3.9 37.3 17.6 - - 3.9 

 30歳代 2.1 47.4 9.3 - 3.1 5.2 

 40歳代 2.2 29.7 11.0 - - 4.4 

 50歳代 2.6 51.3 10.5 1.3 1.3 - 

 60歳代 2.3 33.0 14.8 1.1 - 5.7 

 70歳以上 6.5 26.0 11.7 1.3 1.3 3.9 

男性 3.6 29.7 7.8 0.3 1.1 3.4 

 20歳代 3.6 39.3 7.1 - 3.6 7.1 

 30歳代 3.8 32.1 3.8 - 1.9 1.9 

 40歳代 3.3 36.1 8.2 - - 4.9 

 50歳代 1.1 26.1 10.2 - 1.1 1.1 

 60歳代 5.6 29.2 2.8 1.4 - 5.6 

 70歳以上 5.5 21.8 14.5 - 1.8 1.8 
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（９）男女共同参画社会の推進について 

問 31 今後、男女がともに家事、子育て、介護、地域活動に積極的に参加していくため

には、どのようなことが必要だと思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること」の割合が最も高く 49.3％となってお

り、次いで「男女の役割分担についての社会通念、慣習、しきたりをあらためる」の割合が 43.0％

となっています。 

男女別でみると、男性に比べ女性で「男女の役割分担についての社会通念、慣習、しきたりをあ

らためる」の割合が高くなっています。また、女性に比べ男性で「仕事中心という社会全体のしく

みをあらためる」の割合が高くなっています。 

年齢別でみると、他の年代に比べ、女性の 30 歳代以下で「仕事中心という社会全体のしくみを

あらためる」、「社会の中で、男性による家事、子育て、介護、地域活動についても、その評価を高

めること」、「労働時間短縮や休暇制度を普及することで、仕事以外の時間をより多く持てるように

すること」、「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること」の割合が高くなっています。

また、他の年代に比べ、男性の 30 歳代以下で「仕事中心という社会全体のしくみをあらためる」

の割合が高く、40 歳代で「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること」の割合が高く

なっています。 
 

図表 102 男女別年齢別男女がともに家事、子育て、介護、地域活動に積極的に参加していくために必要なこと 

単位：％ 

  

有
効
回
答
数
（
件
） 

男
女
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
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社
会
通
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、
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、
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た
め
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仕
事
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い
う
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体
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し
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社
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よ
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介
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域
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動
に
つ
い
て
も
、

そ
の
評
価
を
高
め
る
こ
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労
働
時
間
短
縮
や
休
暇
制
度
を
普
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す
る
こ
と
で
、
仕
事
以
外
の
時
間
を
よ

り
多
く
持
て
る
よ
う
に
す
る
こ
と 

男
性
が
家
事
、
子
育
て
、
介
護
、
地

域
活
動
に
関
心
を
高
め
る
よ
う
啓

発
や
情
報
提
供
を
行
う
こ
と 

研
修
等
に
よ
り
、
男
性
の
家
事
や
子
育

て
、
介
護
等
の
技
能
を
高
め
る
こ
と 

誰
も
が
子
育
て
や
介
護
、
地
域
活

動
を
行
う
た
め
の
、
仲
間
（
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
）
作
り
を
す
す
め
る
こ
と 

家
庭
や
地
域
活
動
と
仕
事
の
両
立

な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
、
相
談
し
や

す
い
窓
口
を
設
け
る
こ
と 

夫
婦
や
家
族
間
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
よ
く
は
か
る
こ
と 

全  体 1050 43.0 35.9 37.0 36.7 25.2 11.9 19.3 14.4 49.3

女性 596 45.5 31.7 39.4 34.2 27.2 11.2 18.6 14.4 50.8

 20歳代 54 51.9 55.6 48.1 51.9 29.6 11.1 18.5 14.8 72.2

 30歳代 106 46.2 39.6 50.0 44.3 28.3 9.4 15.1 11.3 55.7

 40歳代 102 48.0 34.3 37.3 33.3 31.4 7.8 15.7 12.7 46.1

 50歳代 91 42.9 20.9 40.7 38.5 22.0 12.1 15.4 11.0 42.9

 60歳代 120 48.3 30.8 36.7 28.3 30.0 14.2 25.0 17.5 49.2

 70歳以上 123 39.0 21.1 30.1 21.1 22.8 12.2 20.3 17.9 48.8

男性 442 39.4 41.2 33.7 39.4 21.9 12.7 19.7 13.6 47.5

 20歳代 34 50.0 50.0 50.0 44.1 17.6 14.7 29.4 8.8 47.1

 30歳代 70 34.3 54.3 32.9 50.0 15.7 12.9 15.7 5.7 48.6

 40歳代 70 47.1 45.7 45.7 37.1 21.4 8.6 20.0 8.6 58.6

 50歳代 102 33.3 41.2 35.3 41.2 21.6 12.7 20.6 13.7 41.2

 60歳代 93 37.6 36.6 26.9 38.7 29.0 15.1 20.4 20.4 46.2

 70歳以上 73 42.5 26.0 21.9 27.4 21.9 12.3 16.4 19.2 46.6
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図表 103 男女別年齢別男女がともに家事、子育て、介護、地域活動に積極的に参加していくために必要なこと 

単位：％ 

  

子
ど
も
が
将
来
家
事
な
ど
を
男
女

で
分
担
す
る
よ
う
な
子
育
て
や
教

育
を
す
る 

年
配
者
や
ま
わ
り
の
人
が
、
夫
婦

の
役
割
分
担
等
に
つ
い
て
の
当
事

者
の
考
え
方
を
尊
重
す
る
こ
と 

妻
が
夫
に
経
済
力
や
出
世
を
求
め

な
い 

男
性
が
家
事
な
ど
に
参
加
す
る
こ

と
に
対
す
る
男
性
自
身
の
抵
抗
感

を
な
く
す
こ
と 

男
性
が
家
事
な
ど
に
参
加
す
る
こ

と
に
対
す
る
女
性
の
抵
抗
感
を
な

く
す
こ
と 

女
性
が
経
済
的
・
精
神
的
に
自
立

す
る 

誰
も
が
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

関
心
を
も
つ 

特
に
必
要
な
こ
と
は
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 31.8 20.2 11.3 34.5 13.4 19.0 35.0 2.6 1.2 4.1

女性 36.4 22.3 11.6 39.4 15.3 22.7 34.6 2.2 1.2 4.9

 20歳代 37.0 27.8 7.4 48.1 20.4 33.3 42.6 - 1.9 -

 30歳代 38.7 24.5 10.4 46.2 18.9 20.8 22.6 0.9 2.8 1.9

 40歳代 32.4 27.5 6.9 40.2 12.7 23.5 35.3 2.0 1.0 1.0

 50歳代 46.2 15.4 8.8 40.7 9.9 24.2 26.4 1.1 - 4.4

 60歳代 39.2 14.2 13.3 34.2 15.0 24.2 38.3 3.3 0.8 5.0

 70歳以上 27.6 26.8 18.7 33.3 16.3 16.3 43.1 4.1 0.8 13.0

男性 25.3 16.7 10.4 27.6 10.4 13.6 34.8 3.2 1.4 2.9

 20歳代 26.5 14.7 8.8 32.4 23.5 14.7 38.2 2.9 - -

 30歳代 17.1 14.3 11.4 20.0 5.7 7.1 24.3 4.3 4.3 -

 40歳代 31.4 18.6 8.6 30.0 7.1 17.1 28.6 - - -

 50歳代 23.5 15.7 6.9 31.4 8.8 16.7 30.4 3.9 1.0 2.9

 60歳代 23.7 12.9 11.8 23.7 8.6 11.8 45.2 3.2 2.2 5.4

 70歳以上 31.5 24.7 15.1 30.1 16.4 13.7 42.5 4.1 - 6.8
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問 32 あなたは、男女平等社会の実現を図るため、今後の岡崎市に期待することは何で

すか。（○は３つまで） 

「高齢者や病人の在宅介護サービスや施設または、福祉施策の充実」の割合が最も高く 46.2％と

なっており、次いで「育児・保育施設や支援事業の充実」の割合が 37.7％となっています。 

男女別でみると、男性に比べ女性で「高齢者や病人の在宅介護サービスや施設または、福祉施策

の充実」、「ひとり親家庭などへの援助や福祉対策」の割合が高くなっています。また、女性に比べ

男性で「平等意識を育てる学校教育の充実」、「男女平等への理解を深めるための学習機会の促進（生

涯学習）」の割合が高くなっています。 

年齢別でみると、他の年代に比べ、女性の 30 歳代以下で「育児・保育施設や支援事業の充実」

の割合が高く、40 歳代以上で「高齢者や病人の在宅介護サービスや施設または、福祉施策の充実」

の割合が高くなっています。また、他の年代に比べ、男性の 50 歳代以上で「男女平等への理解を

深めるための学習機会の促進（生涯学習）」の割合が高く、30 歳代以下で「育児・保育施設や支援

事業の充実」の割合が高く、40 歳代以上で「高齢者や病人の在宅介護サービスや施設または、福祉

施策の充実」の割合が高くなっています。 
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図表 104 男女別年齢別男女平等社会の実現を図るために期待すること 

単位：％ 

  

有
効
回
答
数
（
件
） 

平
等
意
識
を
育
て
る
学

校
教
育
の
充
実 

男
女
平
等
へ
の
理
解
を

深
め
る
た
め
の
学
習
機

会
の
促
進
（
生
涯
学
習
） 

女
性
問
題
に
関
す
る
情

報
提
供
、
交
流
・
相
談
・

苦
情
処
理
・
研
究
な
ど
の

充
実 

女
性
の
職
業
教
育
・
訓
練

機
会
の
充
実 

女
性
の
就
労
機
会
や
労

働
条
件
の
男
女
格
差
を

是
正
す
る
た
め
の
働
き

か
け 

育
児
・
保
育
施
設
や
支
援

事
業
の
充
実 

行
政
や
民
間
で
の
女
性

の
積
極
的
な
登
用 

全  体 1050 25.8 18.7 7.0 8.3 22.7 37.7 16.5

女性 596 22.7 15.4 6.5 9.2 24.7 38.6 15.9

 20歳代 54 18.5 16.7 5.6 18.5 33.3 63.0 14.8

 30歳代 106 20.8 15.1 10.4 9.4 27.4 48.1 16.0

 40歳代 102 24.5 7.8 11.8 11.8 29.4 38.2 11.8

 50歳代 91 25.3 18.7 4.4 9.9 27.5 40.7 18.7

 60歳代 120 23.3 17.5 4.2 6.7 24.2 33.3 15.0

 70歳以上 123 22.0 17.1 3.3 4.9 13.0 23.6 18.7

男性 442 29.9 22.6 7.5 7.2 20.4 36.4 17.6

 20歳代 34 32.4 11.8 11.8 - 20.6 44.1 5.9

 30歳代 70 24.3 15.7 4.3 8.6 25.7 47.1 11.4

 40歳代 70 27.1 11.4 4.3 5.7 15.7 37.1 24.3

 50歳代 102 33.3 26.5 13.7 8.8 21.6 32.4 17.6

 60歳代 93 25.8 34.4 3.2 7.5 18.3 33.3 21.5

 70歳以上 73 37.0 24.7 8.2 8.2 20.5 31.5 17.8
 

  

行
政
の
政
策
決
定
や
審

議
会
へ
の
女
性
の
参
画
促

進 高
齢
者
や
病
人
の
在
宅

介
護
サ
ー
ビ
ス
や
施
設

ま
た
は
、
福
祉
施
策
の

充
実 

女
性
問
題
に
関
す
る
国

際
的
な
交
流
・
情
報
収

集
の
促
進 

市
内
の
女
性
団
体
・
グ
ル

ー
プ
と
そ
の
活
動
内
容

の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り 

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
へ
の

援
助
や
福
祉
対
策 

わ
か
ら
な
い 

そ
の
他 

 

無
回
答 

全  体 6.5 46.2 2.8 3.2 24.0 4.3 3.4 6.3

女性 4.9 48.7 2.7 2.2 28.9 4.4 1.7 6.9

 20歳代 3.7 27.8 3.7 1.9 35.2 1.9 1.9 3.7

 30歳代 1.9 37.7 5.7 1.9 34.9 3.8 1.9 3.8

 40歳代 1.0 50.0 - 1.0 27.5 4.9 2.0 2.0

 50歳代 3.3 48.4 2.2 - 25.3 6.6 3.3 5.5

 60歳代 6.7 61.7 0.8 1.7 26.7 5.0 1.7 6.7

 70歳以上 10.6 53.7 4.1 5.7 26.8 3.3 - 16.3

男性 8.6 43.4 2.9 4.5 17.6 4.3 5.4 5.0

 20歳代 - 26.5 2.9 5.9 23.5 5.9 17.6 5.9

 30歳代 5.7 34.3 1.4 7.1 14.3 5.7 11.4 1.4

 40歳代 12.9 42.9 4.3 2.9 22.9 8.6 2.9 2.9

 50歳代 7.8 47.1 3.9 2.9 18.6 2.9 5.9 2.9

 60歳代 7.5 46.2 3.2 3.2 15.1 1.1 - 8.6

 70歳以上 13.7 52.1 1.4 6.8 15.1 4.1 2.7 8.2
 


